
2017 年 5 月 30 日現在 

帯広市の「個別地域経営」と十勝地区 19 市町村の「広域地域経営」に関する研究会と 

十勝地区及び道東地区の最先端農業・酪農・行業の調査・視察スケジュール 
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日本学術会議連携会員 

藤永 弘 

地域経営学会北海道支部幹事 

青森大学総合経営学部講師 
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「地域経営学会」では、地域資源を活用した地域価値の創造に向けた「地域経営の理論的・

実践的研究」を行っています。日本学術会議経営学委員会「地域経営学の研究・教育のあ

り方検討分科会」では、持続可能な地域の創造のための「地域経営学」の学術的理論構築

に向けての審議検討が行われています。 

 今回の研究会は、地域経営学会と日本学術会議経営学委員会分科会委員有志との共同開

催で、地域経営学の先進的なモデルとして、帯広市の「個別地域経営」と十勝地区の 19 市

町村の連携による「フードバレーとかち」の「広域地域経営」について、帯広市役所のご

協力の下に研究会を行うことにしました。 

また、研究会終了後に、参加者有志による十勝地区の最先端農業・酪農・漁業等の現地

調査・視察を行うことにしています。 

 地域経営学会会員のみならず多くの人達の参加を期待しております。 

 

地域経営学会研究会 

 

日 時：7 月 14 日（金）13：00～17 時 

会 場：帯広市役所会議室（予定）  

研究会： 

 13：00～13：10 

 挨 拶 地域経営学会研究会準備委員長 佐藤 直規（佐藤税理士事務所・ 

青森大学講師） 

 報 告 

 13：10～13：50 

（1）「地域主権型社会における「地域経営学」の意義と役割（仮題） 

藤永 弘（地域経営未来総合研究所長・日本学術会議連携会員・ 

札幌学院大学名誉教授） 



 13：50～14：00  休 憩 

 14：00～15：00 

（2）「帯広市の『個別地域経営』と十勝 19 市町村の『広域地域経営』の意義と役割 

― 十勝地区 19 市町村の「フードバレー構想の現状と展望を中心に ―」（仮題） 

フードバレーとかち推進協議会 

 15：00～15：20  休 憩 

 15：20～17：00 

フォーラム 

  モデレータ 遠藤 哲哉（青森公立大学大学院教授・地域経営学会会長） 

  パネリスト 

        フードバレーとかち推進協議会 

        藤永  弘（地域未来総合研究所長・日本学術会議連携会員・ 

札幌学院大学名誉教授) 

        鈴木 久敏（大学共同利用機関法人情報・システム研究機構監事・ 

日本学術会議連携会員・筑波大学名誉教授） 

        西尾チヅル（筑波大学ビジネスサイエンス系教授・日本学術会議連携会

員・筑波大学ビジネス科学研究科長） 

        名越 隆雄（税理士・ベーカーティリージャパン税理士法人・グアテマ

ラ共和国名誉領事） 

        昆  忠彦（青森県おいらせ町まち・ひと・しごと創生総合戦略検証委

員・青森公立大学大学院博士後期課程） 

 

18：00～20：00 夕食懇談会 

 

十勝地区の地域経営の調査視察（検討中） 

 

7 月 15 日（土）十勝地区の調査視察 

① 「最先端農業」 

② 「最先端酪農」 

③ 「よつ葉乳業」 

④ 「池田町ワイン工場」等（宿泊ホテルは工程と併せて検討中） 

 

7 月 16 日（日）十勝の調査視察 

① 「最先端漁業」 

② 「最先端林業」等の調査視察（宿泊ホテルは工程と併せて検討中） 

（注）17 日に予定が入っておられる方は、近くの空港又は JR 駅等により帰宅。 



 

7 月 17 日（月） 

 滞在可能な方がおられれば、相談の上調査視察先を行う。 

 

 

帯広への交通アクセスについて 

 （関東地区参加者） 

     7 月 14 日（金） 

 7：40           9：15 （帯広駅へのバス約 38 分間） 

羽田空港発→（JAL573 便）→帯広空港着→（バス）→帯広駅→帯広市役所 

 （青森地区参加者） 

① ７月 13 日（木）北海道新幹線＋北海道ＪＲにて帯広駅→帯広市役所 

② 7 月 13 日（木）八戸空港発→（フェリー）→苫小牧→北海道ＪＲにて帯広駅→

帯広市役所 

   （注）札幌 13 日は、参加者の到着時間および人数によっては藤永の自家用車で夕張

市等視察調査を行い、夕張または帯広で宿泊 

 （北海道内参加者は下記の経路で帯広市役所へ） 

① 7 月 14 日（金）北海道ＪＲで帯広市役所 

② 7 月 14 日（金）高速バスで帯広市役所 

③ 7 月 14 日（金）自家用車等で帯広市役所へ 

 

（参考） 

（1）「フードバレーとかち」は十勝地区の 19 市町村の連携・協働による「食と農林漁業」

を柱とした「広域地域経営」による「地域経済産業政策」の総称 

（2）帯広十勝の特性・優位性 

① 豊富な土地資源（広大な十勝平野） 

② 国内有数の日照時間（年間 2,000 時間） 

③ 恵まれた自然環境（水、空気、気象） 

④ ヨーロッパの農業国並みの農家経営面積 

⑤ 圧倒的な食糧生産量 

⑥ 食・農業に関する大学・市懸研究機関の集積地 

⑦ フードバレーとかち推進協議会 


